
内部評価項目表 

松戸市立博物館 

資料３－１資料３松戸市立博物館リニューアル基本構想・基本計画の事業評価について



松戸市立博物館　内部評価項目表　 ※網掛け＝「内部評価表」の「重点項目」

（準備期間） 実績値 単年度指標 実績値 単年度指標 実績値 単年度指標 実績値 単年度指標 実績値 単年度指標 実績値 単年度指標 実績値 単年度指標 実績値 単年度指標 実績値 単年度指標 実績値

①進化していく展示
展示やイベントにより興味を持って観覧・参加でき
るよう、広報から展示・解説手法に至るまで、全般
を逐次総括・反省しながら拡充・改変することで発
信力を強化します。

効果的な展示技術の情
報収集・開発・蓄積

― 9件 9件 3件 3件 3件 6件 6件 6件 6件 定量 達成数：18件

②調査・研究対象の整理と作業の効率化
博物館活動の根幹である資料の調査・研究の在り
方について、短期的業務と中長期的業務を弁別・
整理して館内で情報共有する等の見直しを行い、
効率化と集中化を図ります。

写真・映像資料および
調査記録などのデジタ
ル化・データベース登録

―

資料総数
および作
業量の把
握

資料総数
および作
業量の把

握

・作業プラ
ンの策定
・20%

20% 20% 10% 10% 10% 10% 定性
資料総数および作業量の把
握

③館蔵資料の履歴作成と合理的な活用
資料の保存と活用のバランスを正確に認識しなが
ら、調査・展示・燻蒸・貸し出し等、一連の事業を実
施します。

※事業目標1-（２）-②
「デジタルミュージアム
の充足」と同一の取組
を実施。

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

学芸
庶務

①ICTを活用した迅速・広範な情報発信
紙媒体だけでなくHPやSNSなどの活用により、
市内・市外、更に世界に向けて松戸市立博物館の
情報発信を行います。

SNSでの情報発信（展
示・イベント案内、学芸
員による資料紹介な
ど）

― 60件 60件 100件 100件 100件 100件 100件 100件 100件 定量 SNSの投稿数：120件

デジタルミュージアムの
充足（資料情報・調査記
録の整理・登録）

―

資料総数
および作
業量の把

握

150件 450件 450件 450件 300件 300件 300件 300件 定量
①資料総数・作業量の把握
②新規登録データ件数150
件（解説作成を含む）

ICTを効果的に利用す
る体制の確立

3Dアーカ
イブ導入

展示計画
策定

(常設・こ
どもM)

展示
基本設計
実施設計
(常設・こ
どもM)

常設展示
内デジタル
コンテンツ

制作

常設展示
内デジタル
コンテンツ

制作

施工
設置後

総括評価
改善プラン

の検討
改善プラン

の実装
利用者
調査

定性
展示基本・実施設計におけ
るICTの効果的な導入。

① 1日中楽しめる空間創出
誰もがみんな一日中楽しみながら、音楽・芸術、自
然、歴史・文化を満喫して過ごせるような、各施設
を連関させる体制の整備を強化し、恒常的な施設
の相互利用の活性化と認知度を向上させます。

② 市内外からの集客
多岐に亘る連携イベントを企画し、市内・外からの
集客と新規利用者を獲得します。

① 文化財へのアクセシビリティ強化
博物館の展示のみで完結するのではなく、常設展
示や各種展覧会の見学をきっかけとし、そこから
利用者がさらに歴史・文化への興味・関心を高め、
市内の史跡等を散策したりできるよう、文化財へ
のアクセシビリティを強化します。

・常設展示等における
市内文化財の情報発信
（デジタルコンテンツの
制作など）。
・休館中のレファレンス
機能の維持。

―
市内文化
財の情報
取集・調査

・展示基本
設計・実施

設計
・休館時レ
ファレンス
方法の検

討

・常設展示
内デジタル
コンテンツ

制作
・レファレ
ンスの維

持

・常設展示
内デジタル
コンテンツ

制作
・レファレ
ンスの維

持

・施工
・レファレ
ンスの維

持

・設置後
総括評価
・リニュー
アル後レ

ファレンス
の実施

改善プラン
の検討

改善プラン
実装

利用者
調査

定性

市内文化財の情報取集・調
査および休館中のレファレ
ンス機能維持のための事前
検討。

② まつどの歴史・文化の観光ルート
観光スポットとして「観光ルート」「歴史の道」の散
策を推奨し、歴史・文化を体感する楽しさを多角
的な視点から市内外に発信します。同時に、郷土
の歴史・文化に魅力を感じ、誇りが持てるように
市全体のなかで連携を強化します。

市内文化財の情報取
集・調査に基づく「歴史
の道」整備

―
市内文化
財の情報
取集・調査

市内文化
財の情報
取集・調査

― ―

推奨スポッ
ト・ルート
（テーマ）
の検討

推奨スポッ
ト・ルート
の試験的

運用

運用開始
改善プラン

検討
改善プラン

実装
定性

市内文化財の情報取集・調
査（事業目標2-(2)-①と連
動）

③ 松戸市戸定歴史館との連携
連携展示や市内文化施設各種イベント等を多く企
画し、歴史・文化を通してつながる街の魅力を発
信します。

戸定歴史館との連携 ―
連携特別
展の準備

連携特別
展の実施

出張イベン
ト

出張展示 出張展示
連携事業
の実施

連携事業
の実施

連携事業
の実施

連携事業
の実施

定性
恒常的な連携体制の確立に
向けた特別展の試行。

周辺博物館との継続的
な連携（資料貸借、情報
収集・提供、共催事業な
ど）

― 6件 6件 6件 6件 6件 9件 9件 9件 9件 定量
達成数：12件
（資料貸借／リニューアルに
向けた情報収集）

公開承認施設認定によ
る重要文化財の展示促
進

空調設計 ― 空調更新
工事

企画展示
室改修
工事

企画展示
室改修
工事

展覧会
準備

53条
公開①

53条
公開②

53条
公開③

申請 定性 空調更新工事の開始。

② つなぐ博物館
人類史的な視野による調査研究を行ない、その成
果を基礎とした企画展等の展覧会、普及活動を展
開することにより、松戸を広い視野から捉え直し、
各地域をつなぐとともに、さらには人類の過去・
現在・未来をも結びつける視点とその意義を発信
します。

広域的な研究の実践
（館外研究者との連携、
講演会・シンポジウムの
開催など）

― 3件 3件 6件 6件 6件 6件 6件 6件 6件 定量 達成数：6件

定量 達成数：6件

第1次中期期間（R5～R7）

6件 6件 6件3件 6件3件 3件 3件

R7
2025年

第1次中期期間指標R6
2024年

3件―

松
戸
ブ
ラ
ン
ド
の
価
値
創
出

事
業
目
標
1

(

1

)

所
蔵
文
化
財
の
価
値
の
発
信

学芸

(

2

)

I
C
T
に
よ
る
文
化
財

情
報
の
整
理
・
発
信 学芸

②工夫を凝らしたアイテムの充実
デジタルミュージアムの開設、オンライン蔵書検
索、展示解説動画、ARコンテンツ、VRコンテンツ
など、アイテムや表現方法に工夫を加えながら、更
なる利便性とわかりやすさ、楽しさの充実を図
り、ネットワーク環境を活用した取り組みを行いま
す。

5つの
事業目標

方針 担当 具体的な取組

展示技術の情報収集・開発を進めつつ、ヒアリングを通じ
て幅広い立場の方々の声を反映しながら、展示基本・実施
設計を完了します。

広
域
的
な
文
化
交
流
拠
点
の
形
成

事
業
目
標
2

(

1

)

千
駄
堀
地
区

文
化
交
流
拠
点
と
し
て

の
位
置
付
け

庶務

(

2

)

観
光
拠
点
と
し
て
の
位
置
づ
け

学芸
本課

(

3

)

県
西
部
の
中
核
館

と
し
て
の
位
置
づ
け

学芸

① 歴史・文化の拠点
東京に隣接する好立地に加え、周辺博物館と比較
しても、充実した規模・内容を誇る当館の長所を
活かし、歴史・文化に関する情報発信の拠点とし
ての事業を展開します。

諸団体とのコラボイベ
ントの企画・実施
（博物館・21世紀の森と
広場・森のホール21の
連携イベントなど）

リニューアル業務を確実に進めつつ、アウトリーチ活動に
も注力することで博物館と地域とのつながりを開拓・維持
し続けます。

新たな展示室・こどもミュージアムを最大限に活用しながら、多様なニーズに
応えるプログラムを展開し、博物館サポーターの新規獲得を目指します。

判断 要件
最新の研究成果を反映したリニューアルを進めるとともに、より一層地域に根差した
活動を展開し、「誰もが」「何度も」訪れたくなる博物館を目指します。

※中期期間ごとに右記の方針で取り組みを進めていきます。

第2次中期期間（R8～R10） 第3次中期期間（R11～R14）

R14
2032年

R13
2031年

R12
2030年

R11
2029年

R8
2026年

R9
2027年

R10
2028年より詳細な取組

R5
2023年



（準備期間） 実績値 単年度指標 実績値 単年度指標 実績値 単年度指標 実績値 単年度指標 実績値 単年度指標 実績値 単年度指標 実績値 単年度指標 実績値 単年度指標 実績値 単年度指標 実績値

第1次中期期間（R5～R7）

R7
2025年

第1次中期期間指標R6
2024年

5つの
事業目標

方針 担当 具体的な取組

展示技術の情報収集・開発を進めつつ、ヒアリングを通じ
て幅広い立場の方々の声を反映しながら、展示基本・実施
設計を完了します。

リニューアル業務を確実に進めつつ、アウトリーチ活動に
も注力することで博物館と地域とのつながりを開拓・維持
し続けます。

新たな展示室・こどもミュージアムを最大限に活用しながら、多様なニーズに
応えるプログラムを展開し、博物館サポーターの新規獲得を目指します。

判断 要件
最新の研究成果を反映したリニューアルを進めるとともに、より一層地域に根差した
活動を展開し、「誰もが」「何度も」訪れたくなる博物館を目指します。

※中期期間ごとに右記の方針で取り組みを進めていきます。

第2次中期期間（R8～R10） 第3次中期期間（R11～R14）

R14
2032年

R13
2031年

R12
2030年

R11
2029年

R8
2026年

R9
2027年

R10
2028年より詳細な取組

R5
2023年

①家族で楽しめるプログラム
家族で気軽に利用できるプログラムやイベントを
常時開催します。

リニューアル後に実施
する体験プログラムの
開発

プログラム
の検討

プログラム
の

検討・試行

プログラム
の

検討・試行

製作途中
評価

ワーク
ショップ

開催
実装 運用開始

改善プラン
の検討

改善プラン
の実装

利用者
調査

定性

プログラムの検討・試行（展
示関連イベント・プレイルー
ムイベントなど）および展示
設計への反映。

②楽しみながら学ぶ松戸の歴史
常設展示の子ども向けワークシートで、歴史を学
習していない子供にも、松戸の歴史を楽しみなが
ら学べる機会を提供します。

こどもミュージアム用体
験シートの開発

―
体験シート

の検討
体験シート

の検討
体験シート

の試行
製作途中

評価
実装 運用開始

改善プラン
の検討

改善プラン
の実装

利用者
調査

定性
体験シートの内容検討およ
び展示設計への反映。

①様々な団体への支援・協力
市内のさまざまな団体と連携して共催事業等を
実施するだけでなく、活動を支援できるよう助
言・協力します。

新規連携団体の開拓 ― ― 3団体 6団体 6団体 6団体 6団体 6団体 6団体 6団体 定量 達成数：3団体

②地域活動団体などとの連携
地域活動団体や町会・自治会の学習活動の取り組
みをつなぎ、博物館を核とした連携が深まる仕組
みを作ります。

地域活動団体などへの
支援活動および情報交
換（パートナー講座含
む）の促進

― 6件 6件 15件 15件 15件 9件 9件 9件 9件 定量 達成数：12件

①各地域の歴史や文化を活かした小中学校との
連携
松戸市内各地域の特徴ある歴史や文化を児童が
学習できるよう、小中学校と連携したカリキュラ
ム作りを進めます。また、出前授業などのアウト
リーチ活動へ活かします。

博物館を活用したカリ
キュラム開発

― 博学連携
展の改良

カリキュラ
ムの検討・

作成
出前講座 出前講座 出前講座

新展示室・
こどもMを
活用したカ
リキュラム

の
検討

新展示室・
こどもMを
活用したカ
リキュラム

の
検討・作成

新展示室・
こどもMを
活用したカ
リキュラム

の
試行

新展示室・
こどもMを
活用したカ
リキュラム

の
試行

定性
リニューアル期間中のアウト
リーチ活動を視野に、カリ
キュラムを検討・作成。

②児童学部との連携
聖徳大学教育学部児童学科との連携を進め、それ
ぞれの学習課題を習得し、館内外の事業に反映さ
せます。

児童学の視点を活かし
たこどもミュージアムの
運用

― ― ― ― ― ―
イベント

共催

新体験プ
ログラムの
共同開発

①

新体験プ
ログラムの
共同開発

②

実装 定性
―
（リニューアルオープン後の
連携事業を予定）

③市内高校・大学との連携
小中学校だけでなく、高校・大学との連携により
これまで進めてきた博学連携プログラムを強化し
ます。

・高校生向けキャリア教
育プログラムの開発。
・大学生向けプログラム
（実習、団体見学など）
の充実。

―

・ニーズ
調査

・インター
ン受入

・ニーズ
調査

・インター
ン受入

ワーク
ショップ
実施①

改善プラン
の検討①

ワーク
ショップ
実施②

改善プラン
の検討②

・インター
ン受入
・ワーク
ショップ
実施③

・インター
ン受入

・改善プラ
ンの検討

③

・インター
ン受入
・ワーク
ショップ
実施④

定性

聞き取りやインターンの受け
入れにより市内高校および
近隣大学の教員・生徒の
ニーズを把握。

① 5つの柱に基づき、こどもミュージアムを整備
(1) 博物館と最初に出会う場所
(2) 家族で一緒に楽しめる体験プログラムの提
案
(3) こどもたちの自主性を重視する歴史体験
(4) 公園にある博物館の特性を活かした活動
(5) 人々の交流が生まれる広場

② 4つの展示部門での構成
「こどもミュージアム」は、「やってみよう」「たんけ
んしてみよう」「しらべてみよう」「みんなでつくろ
う」の4つで構成され、各展示部門には松戸の歴
史や文化にアプローチする多彩なプログラムを用
意して、常に新たな歴史体験ができます。
この4つの展示部門は連関性を持ち、こどもたち
が自らの興味に応じて自発的で主体的な学びを
深められるプログラムの開発を目指します。

①可変性のある展示空間
常設展示を見直し、現在の主題展示室を改変し、
新たに可変性をもつ展示空間を創設します。新し
く収蔵した資料の即時的な公開、研究成果をもと
にした新しい情報の発信、特定の展覧会テーマに
合わせた収蔵資料等の紹介などの展示を展開し
ます。

②調査・研究成果をスピーディに披露する展示空
間
総合展示室内にも可変性をもつ展示ケース等を
増設し、通史展示における各時代の新たな研究成
果の発信や、関連する収蔵資料を公開し、また、定
期的な入れ替えなどを行ないます。

(

3

)

ニ
ー

ズ
に
対
応

し
た
展
示
空
間

①松戸市立博物館でしか味わえない展示空間
・展示室の照明を明るくし、展示資料や模型をよ
く観察できるようにします。
・車いす利用者が見やすいように、展示台ケース
の形状を工夫します。
・展示資料や模型について、詳しい情報・解説やイ
ラスト・写真等を用いたわかりやすい説明を付け
加えます。展示室内でQRコード等を用いた情報
発信を行ない、見学者の興味・関心に応じて学び
を深められるような工夫を凝らします。

新
し
い
フ
ァ
ン
層
の
獲
得

事
業
目
標
3

(

1

)

子
育
て

世
代
の
博
物
館
の

利
用
支
援

学芸

(

2

)

地
域
と
つ
な
が
る
市

内
地
域
の
歴
史
的
文
化
の
発

信

(

3

)

学
校
教
育
施
設
な
ど
と
の

連
携
強
化

(

1

)

こ
ど
も
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
の
整
備

こどもミュージアムの
整備

企画展こ
どもミュー
ジアム報告

書作成

新
た
な
展
示
空
間
の
創
設

事
業
目
標
4

・試行
・制作途中

評価

展示基本・実施設計の完了。

(

2

)

新
し
い
発
見
や
学
び
の

た
め
の
可
変
的
な
展
示

・常設展示のリニューア
ルにともなう多目的展
示室の新設と活用。
・研究成果を即時発表
するための什器選定と
リニューアル後の活用。
・インクルーシブの視点
を踏まえた展示空間の
創出。

―

・展示計画
策定

(常設・こ
どもM)
・インク

ルーシブ関
係のヒアリ

ング

展示
基本設計
実施設計
(常設・こ
どもM)

・試行
・制作途中

評価

展示
基本設計
実施設計
(常設・こ
どもM)

・試行
・制作途中

評価

コンテンツ
制作

施工
設置後

総括評価
改善プラン

の検討

展示計画
策定

(常設・こ
どもM)

定性
諸団体へのヒアリングを踏
まながら展示基本・実施設
計を完了する。

施工

・設置後
総括評価
・ミニ展示

3件
・新資料紹

介
6件

・改善プラ
ンの検討
・ミニ展示

3件
・新資料紹

介
6件

・改善プラ
ンの実装
・ミニ展示

3件
・新資料紹

介
6件

・利用者
調査

・ミニ展示
3件

・新資料紹
介

6件

改善プラン
の実装

利用者
調査

学芸

定性



（準備期間） 実績値 単年度指標 実績値 単年度指標 実績値 単年度指標 実績値 単年度指標 実績値 単年度指標 実績値 単年度指標 実績値 単年度指標 実績値 単年度指標 実績値 単年度指標 実績値

第1次中期期間（R5～R7）

R7
2025年

第1次中期期間指標R6
2024年

5つの
事業目標

方針 担当 具体的な取組

展示技術の情報収集・開発を進めつつ、ヒアリングを通じ
て幅広い立場の方々の声を反映しながら、展示基本・実施
設計を完了します。

リニューアル業務を確実に進めつつ、アウトリーチ活動に
も注力することで博物館と地域とのつながりを開拓・維持
し続けます。

新たな展示室・こどもミュージアムを最大限に活用しながら、多様なニーズに
応えるプログラムを展開し、博物館サポーターの新規獲得を目指します。

判断 要件
最新の研究成果を反映したリニューアルを進めるとともに、より一層地域に根差した
活動を展開し、「誰もが」「何度も」訪れたくなる博物館を目指します。

※中期期間ごとに右記の方針で取り組みを進めていきます。

第2次中期期間（R8～R10） 第3次中期期間（R11～R14）

R14
2032年

R13
2031年

R12
2030年

R11
2029年

R8
2026年

R9
2027年

R10
2028年より詳細な取組

R5
2023年

インクルーシブデザイン
の導入
（案内の多言語化、音声
ガイドの導入、パンフ
レットなどの点字翻訳、
休憩コーナーの検討・導
入など）

―

課内検討
会・関係団
体へのヒア
リングの開

催

展示
基本設計
実施設計
(常設・こ
どもM)

試行・制作
途中評価

コンテンツ
制作

施工
設置後

総括評価
改善プラン

の検討
改善プラン

の実装
利用者
調査

定性
各種関係団体へのヒアリン
グを適切に展示基本・実施
設計へ反映。

ハード・ソフト両面にわ
たる「合理的配慮」提供
体制の確立

―

関係団体
へのヒアリ
ングの開

催

・先行事例
の調査
・展示

基本設計
実施設計
(常設・こ
どもM)

試行・制作
途中評価

・コンテン
ツ制作
・職員
研修

・施工
・職員
研修

・設置後
総括評価
・取り組み

の周知
・対応別

シートの作
成・共有

・改善プラ
ンの検討
・対応別

シートの作
成・共有

・改善プラ
ンの実装
・対応別

シートの作
成・共有

・利用者
調査

・対応別
シートの作
成・共有

定性

ヒアリングや先行事例の調
査を通じて「合理的配慮」の
理解を深めつつ、展示基本
設計・実施設計に反映する。

① 老朽化施設の改修
博物館は開館後28年以上経過し、年数とともに
建物の老朽化が進行しており、安全面、機能面で
様々な不具合が発生しています。今後、施設老朽
化の進行状況に応じて、建築、電気、給排水、空調
設備などの修繕工事を行います。また、地震、水
害などの災害時に備えた建物の機能強化を図り
ます。

吊り天井改修
設備の更新
照明器具更新
企画展示室改修

空気調和
設備改修
工事に伴
う設計業
務委託

・消火設備
更新

・収蔵庫除
湿器修繕

・空調設備
改修工事
・昇降機
（客用）更

新
・建物劣化
度調査（予

定）

・吊り天井
その他工
事（企画展
示室改修・
照明LED
化・トイレ
洋式化を
含む）
・昇降機
（荷物用
台）更新
・電気温水
器更新

・吊り天井
その他工
事（企画展
示室改修・
照明LED
化・トイレ
洋式化を
含む）

・館内外の
劣化箇所
修繕

― ― ― ― 定性
施設改修による安全面・機
能面の向上。

学芸

② 館蔵資料の適切な管理
国の重要文化財など貴重な歴史資料を保管して
いる重要な機能を担う収蔵庫の適正な保管環境
の整備を図ります。

持続的な資料保存環境
の整備（温湿度モニタリ
ング、IPM、災害対策、
収蔵空間の増強等）。

温湿度モ
ニタリング
環境の整

備

温湿度モ
ニタリング
環境の整

備

空調工事

・収蔵庫照
明改修工

事
・IPMの確

立

収蔵庫照
明改修工

事
・IPMの確

立

・IPMの確
立

収蔵庫の
総合的調
査・災害対

策検討

災害対策
強化

収蔵空間
の増強

（整理・棚
の増設等）

収蔵空間
の増強

（整理・棚
の増設等）

定性
温湿度モニタリング環境の
整備と空調工事の開始。

①駐車場の効率的な活用
利用者の利便性向上のため、２１世紀の森と広場
駐車場の有効活用など駐車場環境の整備を図っ
ていきます。

駐車場から博物館への
誘導を効率的に行い、
駐車場をPRの場とす
る。

―
中央口地
下通路懸
垂幕設置

・既設案内
板の調査、
更新、撤
去、新規設
置検討
・予算要求
（休館案
内）

看板作成
（休館案

内）

休館案内
効果検証

予算要求
（誘導板）

実施
（誘導板）

― ― ― 定性
リニューアル後のアクセス強
化に向けた調査・検討。

②スムーズなアクセス
主要駅（八柱駅、新八柱駅、新松戸駅）から博物館
までの適切な誘導の看板や案内板の充実を図り
ます。

博物館周辺案内の充実 ―
中央口地
下通路懸
垂幕設置

・既設案内
板の調査、
更新、撤
去、新規設
置検討

予算要求
（八柱駅前

看板）

実施
（八柱駅前

看板）
予算要求
（周辺の既
設看板の

更新）

実施
（周辺の既
設看板の

更新）
予算要求
（新松戸駅
案内板）

実施
（新松戸駅
案内板）

― ― ― 定性
リニューアル後のアクセス強
化に向けた調査・検討。

施
設
の
長
寿
命
化

事
業
目
標
5

(

2

)

施
設
の
老
朽
化
対
策
の
推
進

(

3

)

ア
ク
セ
ス
の

改
善

庶務
本課

(

1

)

イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ

デ
ザ
イ
ン
の
導
入

学芸
本課

①快適に過ごせる施設の整備
性・国籍・年齢・障害の有無などに係わらず、誰も
がストレスなく立ち寄り、展示を観覧し、事業に参
加できる空間を構成します。



令和６年度内部評価詳細 

松戸市立博物館 
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内部評価項目表の「より詳細な取り組み」を記載 

内部評価項目表の「指標」を記載 

より詳細な取り組みにかかる事業の取組（実施）状況を記載 

 

成果・課題を整理し記載 

 

成果・課題から、目標に対し事業が進んでいるか評価する。 

  

これまで蓄積してきた研究成果や貴重な文化財など松戸市立博物館の価値を強力にアピール

し、博物館の認知度アップを目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

重点項目① 目標を達成できた展覧会の数 

 

 

 

 

方針（１）：所蔵文化財の価値の発信 -  具体的な取り組み① 

 

 
取    組 

  

単年度指標   

取 組 状 況 
 

成 果 ・ 課 題 
 

評価コメント 
 

事業目標 1 松戸ブランドの価値創出 

令和６年度目標 

 

 
事業目標毎、単年度の目標を記載 



重点項目② 〇〇〇 

 

 

方針（１）：- 具体的な取り組み①  

より詳細な取り組み (a)  

 
取    組  

単年度指標  

取 組 状 況  

成 果 ・ 課 題  

評価コメント  



  

松戸市立博物館は、千駄堀エリアの文化環境や自然環境を生かし、周辺施設との連携を強化し

市民のための文化交流拠点をつくりあげます。 

 

 

 

 

 

 

 

重点項目① 〇〇〇〇 

 

 

 

 

方針（１）： - 具体的な取り組み①   

より詳細な取り組み  

 
取    組  

単年度指標  

取 組 状 況  

成 果 ・ 課 題  

評価コメント  

事業目標２ 広域的な文化交流拠点の形成 

令和６年度目標 

 

 



重点項目② 〇〇〇〇 

 

 

 

方針（１）： - 具体的な取り組み①   

より詳細な取り組み  

 
取    組  

単年度指標  

取 組 状 況  

成 果 ・ 課 題  

評価コメント  



  

松戸市立博物館は、家族で楽しめて集える博物館をめざし、新規利用者の開拓に努め、共に博

物館を盛り上げていく仲間づくりを推し進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

重点項目① 〇〇〇 

 

 

 

 

方針（１）：- 具体的な取り組み①   

より詳細な取り組み (a) 

 
取    組  

単年度指標  

取 組 状 況  

成 果 ・ 課 題  

評価コメント  

事業目標３ 新しいファン層の獲得 

令和６年度目標 

 

計画に掲げた３つの使命を達成すべく定めた目標を達するべく毎年度毎目標を設定する。 



重点項目② 〇〇〇 

 

 

方針（１）：- 具体的な取り組み①   

より詳細な取り組み (a) 

 
取    組  

単年度指標  

取 組 状 況  

成 果 ・ 課 題  

評価コメント  



  

こどもも大人も楽しく、松戸の歴史と文化を学ぶことができる「こどもミュージアム（旧こども

歴史博物館）」を整備します。また、常設展示全体の充実も図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

重点項目① 〇〇〇 

 

 

 

 

方針（１）： 具体的な取り組み①  

より詳細な取り組み (a)  

 
取    組  

単年度指標  

取 組 状 況  

成 果 ・ 課 題  

評価コメント  

事業目標４ 新たな展示空間の創設 

令和６年度目標 

 

計画に掲げた３つの使命を達成すべく定めた目標を達するべく毎年度毎目標を設定する。 



重点項目② 〇〇〇 

 

 

 

 

方針（１）： 具体的な取り組み①  

より詳細な取り組み (a)  

 
取    組  

単年度指標  

取 組 状 況  

成 果 ・ 課 題  

評価コメント  



  

多様な利用者に対応できるよう施設の充実を図るとともに、今後も持続可能な博物館活動を

展開できるよう施設・設備の長寿命化を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

重点項目① 〇〇〇 

 

 

 

 

方針（１）： - 具体的な取り組み①  

より詳細な取り組み (a) 

 
取    組  

単年度指標  

取 組 状 況  

成 果 ・ 課 題  

評価コメント  

事業目標５ 施設の長寿命化 

令和６年度目標 

 

計画に掲げた３つの使命を達成すべく定めた目標を達するべく毎年度毎目標を設定する。 



重点項目② 〇〇〇 

 

方針（１）： - 具体的な取り組み①  

より詳細な取り組み (a) 

 
取    組  

単年度指標  

取 組 状 況  

成 果 ・ 課 題  

評価コメント  



外部評価シート 

事業目標-１ 広報戦略 松戸ブランドの価値創出 

これまで蓄積してきた研究結果や貴重な文化財など、松戸市立博物館の価値を強力にアピ

ールし、博物館の認知度アップを目指します。 

評価 評価コメント 

事業目標-２ エリア戦略 広域的な文化交流拠点の形成 

松戸市立博物館は、千駄堀エリアの文化環境や自然環境を生かし、周辺施設との連携を強

化し、市民のための文化交流拠点をつくりあげます。 

評価 評価コメント 

事業目標-３ ターゲット戦略 新しいファン層の獲得 

松戸市立博物館は、家族で楽しめて集える博物館をめざし、新規利用者の開拓に努め、共に

博物館を盛りあげていく仲間づくりを推し進めます。 

評価 評価コメント 

評 価 日： 

評価者氏名：   
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事業目標-４ 展示戦略 新たな展示空間の創設 

こどもも大人も松戸の歴史と文化を楽しく学ぶことができる「こどもミュージアム」を整備し

ます。また、常設展示全体の充実も図ります。 

評価 評価コメント 

  

 

事業目標-５ 施設戦略 施設の長寿命化 

多様な利用者に対応できるよう施設の充実を図るとともに、今後も持続可能な博物館活動

を展開できるよう施設・設備の長寿命化を図ります。 

評価 評価コメント 

  

 

評価基準 事業目標の達成に向けて 

A・・・所期の目標を上回っている。 

B・・・所期の目標を達成している。 

C・・・所期の目標を下回っており、改善を要する。 
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